
はじめに、この度の令和6年能登半島地震により被災された皆さま、ならびにそのご家族の皆
さまに心よりお見舞い申し上げます。
1月１日という特別な日に前触れなく発生した今回の地震に、天災が我々の都合とは関係なし

に襲い掛かってくるという現実をまざまざと見せつけられました。我々の仕事仲間も何人か旅行
中に現地で被災した方がいまして、一気に現実的で身近に感じる出来事となりました。
今回は振り返りの機会として、災害ボランティアとして我々にもできることについて簡単ではあ

りますがお伝えしたいと思います。
そもそも災害ボランティアとは？
災害ボランティアが大きく注目されるようになったのは阪神淡路大震災の頃からと思います。
当時はまだまだ、何をどのように活動を進めて行けば良いかは手探り状態のため、いろんな問
題も発生しました。また、災害ボランティアの意識も育っておらず、ボランティアを行う人自身も自
分の事は自分で行う、という現在では当たり前の意識もなく、何で現地まで歩いていかないとい
けないのか？ボランティアの食料がなぜ準備してないのか？等、ボランティアをする側と受け入れ
る側とでトラブルも多かったと聞いています。
この問題を受けて、その後、自治体等でいろいろな講習会を開いたりすることで、災害時のボ
ランティア活動について学ぶ機会を提供することが始まりました。(岩下)
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能登半島地震の発生を受けて
ボランティア活動について考える(その1)

1980年2月に、山梨県の甲府盆地の東部にある釈迦堂遺跡が発掘調査されました。その結
果、旧石器時代、縄文時代、古墳時代、奈良時代、平
安時代の遺構、多量の土器、石器などの遺物が発
見されました。特に、縄文時代の遺構・遺物は豊富
でした。
縄文土器については、大阪、愛知、長野、関東、東
北で出土した土器と同様のものが見つかっていま
す。また、ヒスイは新潟県の姫川（糸魚川市）から運
ばれ、黒曜石は長野県の和田峠や星ケ塔、伊豆諸
島の神津島から運ばれています。また、千葉市にあ
る賀曽利貝塚もヒスイが糸魚川から、黒曜石が神
津島から運ばれています。
縄文時代は、東北から関東、山梨、長野にかけて
大いに繁栄し、物流や人の交流があったようです。
戦争もない平和な時代だったと考えられていま
す。(日置)

縄文時代の物流（土器、ヒスイ、黒曜石）

縄文時代のヒスイ・黒曜石の流通
釈迦堂遺跡博物館の展示案内（2020.4）より
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●担当ボランティア／日置雅夫・岩下茂子

昨年 12月、新幹線で東京・渋谷へ行ってきました。車いすで外出しはじめ
た頃には想像もしていなかった一人旅。行動範囲が広がった喜びがある一方で、
不慣れな場所で過ごす難しさも経験した日でした。
混雑するなかでも、駅員の方は丁寧に誘導してくださり、安心感がありまし
た。しかし駅に限らず、動線の少なさは東京でも普段の生活環境とさほど変わ
りなく、戸惑うことも多かったです。車いすでまっすぐ進むことすら大変で、
駅の出口から比較的近い「ハチ公像」にたどり着くのにもかなり時間がかかりま
した。通りの混み具合はとにかく想像以上で、すでに降りたのにまだ満員電車
に乗っているかのような感覚でした。
移動中には、ベビーカーを押しながら申し訳なさそうにエレベーターに乗る方や、大荷物で移動す
る観光客。外国籍と思われる子連れの方もみかけました。目的や状況の異なる人々が、お互い快適に
行動することは簡単ではありません。周りへの気配りの大切さをあらためて感じました。（小鹿）

第22回「新幹線での一人旅」

今春、新たに２名が一宮市社会福祉協議会の職員として加わることになりました。
皆さんに早く顔と名前を覚えていただくため、簡単ですが紹介させていただきます。

①立山駿太郎(たてやましゅんたろう)
②プロ野球観戦
③エビチリ
④真面目
⑤精一杯頑張りますので、
　よろしくお願いいたします。

①中村愛香(なかむらあいか)
②ヨガ・韓国ドラマを観ること
③パスタ
④マイペース
⑤地域のみなさんが安心して暮らせるよう
　心をこめて業務に取り組みます。

令和6年度 新入職員紹介

どうぞよろしくお願いします。

①氏名
②趣味
③好きな食べ物
④性格
⑤ひとことPR

山梨にある縄文中期（5,500年前～4,500年前）の遺跡

「車いすハンドボール」
「車いすハンドボール」は、女性１人を含む４人または６人のチーム

（ゴールキーパーを含む）に分かれて行われます。試合時間は選手の人数に
よって異なり、６人制のほうが長い設定です。他の競技と同様に選手のク
ラス分けがありますが、身体の機能により制限されないため、参加対象は
幅広いといえます。選手の交代が自由で、攻守も常に入れ替わるスピード
感が特徴です。使用される車いすには転倒防止の装置や、スポークへのカ
バーを備えることが決められているほか、ボールもやわらかく、選手が安全にプレーできる
ようルールが配慮されています。

車いす
使用の職員
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